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75歳以上の高齢者数の急速な増加
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14歳以下人口
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65～74歳人口

75歳以上人口 75歳以上人口の割合

人口ピーク（2004年）
12,779万人

12,806

1,529

8,174

1,684

11.9%

平成24年推計値（日本の将来人口推計）実績値（国勢調査）

11.1%

（資料）総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）出生中位（死亡中位）推計
2010年の値は総務省統計局「平成22年国勢調査による基準人口」（国籍・年齢「不詳人口」を按分補正した人口）による。
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高齢者数のピーク
3,878万人（2042年）
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3出典：社会保障人口問題研究所将来人口推計及び介護給付費実態調査（平成24年11月審査分）

年齢階層別の要介護（要支援）認定率（推計）

○ 要介護（支援）認定率は、年齢とともに上昇し、８５歳～８９歳では約半数が認定を受けている。
○ 一方で、一号被保険者全体で認定を受けている率は、約１８％程度である。
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2010年時点の

高齢者人口（万人）

2025年時点の

高齢者人口（万人）

増加数

（万人）
増加率 順位

沖縄県 24.3 35.3 11.1 +46% １

埼玉県 147.0 198.2 51.2 +35% ２

千葉県 133.9 179.8 45.8 +34% ３

神奈川県 183.0 244.8 61.8 +34% ４

滋賀県 29.2 38.5 9.3 +32% ５

（愛知県） 150.6 194.3 43.7 +29% （10）

（東京都） 267.9 332.2 64.3 +24% （13）

（大阪府） 198.5 245.7 47.2 +24% （16）

山口県 40.6 45.1 4.5 +11% ４３

和歌山県 27.4 30.3 2.9 +10% ４４

秋田県 32.1 35.3 3.2 +10% ４５

高知県 22.0 24.2 2.1 +10% ４６

島根県 20.9 22.6 1.8 +8% ４７

全国 2,948.4 3,657.3 709.0 +24%

【資料】２０１０年高齢者人口：「平成２２年国勢調査」（総務省統計局）
２０２５年高齢者人口：｢日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）｣（国立社会保障・人口問題研究所）

都道府県別の高齢者（65歳以上）人口の推移
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都道府県別の高齢者（75歳以上）人口の推移

2010年時点の

高齢者人口（万人）

2025年時点の

高齢者人口（万人）

増加数

（万人）
増加率 順位

埼玉県 58.9 117.7 58.8 +100% １

千葉県 56.3 108.2 52.0 +92% ２

神奈川県 79.4 148.5 69.2 +87% ３

大阪府 84.3 152.8 68.5 +81% ４

愛知県 66.0 116.6 50.6 +77% ５

（東京都） 123.4 197.7 74.3 +60% （８）

岩手県 19.3 23.4 4.1 +21% ４３

秋田県 17.5 20.5 3.0 +17% ４４

鹿児島県 25.4 29.5 4.1 +16% ４５

島根県 11.9 13.7 1.8 +15% ４６

山形県 18.1 20.7 2.6 +14% ４７

全国 1,419.4 2,178.6 759.2 +53%
【資料】２０１０年高齢者人口：「平成２２年国勢調査」（総務省統計局）

２０２５年高齢者人口：｢日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）｣（国立社会保障・人口問題研究所）

5



【資料】２０１０年高齢者人口：「平成２２年国勢調査」（総務省統計局）
２０２５年高齢者人口：｢日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）｣（国立社会保障・人口問題研究所）

2010年時点の

比率①

2025年時点の

比率②

変化率

②/①
順位

北海道 2.6 1.6 63% １

青森県 2.4 1.5 64% ２

栃木県 2.9 1.9 64% ３

沖縄県 3.7 2.4 64% ４

福島県 2.4 1.6 65% ５

（大阪府） 2.9 2.1 71% （３９）

（愛知県） 3.2 2.3 72% （４１）

島根県 2.0 1.4 72% ４３

三重県 2.6 1.9 74% ４４

長野県 2.3 1.7 74% ４５

岡山県 2.4 1.8 75% ４６

東京都 3.4 2.6 77% ４７

全国 2.8 1.9 70%

都道府県別生産年齢人口(15～64歳)
／高齢者（65歳以上）人口比率の推移
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都道府県別生産年齢人口(15～64歳)
／高齢者（75歳以上）人口比率の推移

2010年時点の

比率①

2025年時点の

比率②

変化率

②/①
順位

埼玉県 8.1 3.6 45% １

千葉県 7.2 3.3 45% ２

大阪府 6.8 3.3 49% ３

神奈川県 7.6 3.8 49% ４

奈良県 5.7 2.9 51% ５

（愛知県） 7.3 3.9 53% （８）

（東京都） 7.3 4.3 59% （２１）

佐賀県 4.6 3.0 66% ４３

熊本県 4.3 2.8 66% ４４

山形県 3.9 2.6 68% ４５

島根県 3.5 2.4 68% ４６

鹿児島県 4.0 2.8 69% ４７

全国 5.8 3.3 56%
【資料】２０１０年高齢者人口：「平成２２年国勢調査」（総務省統計局）

２０２５年高齢者人口：｢日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）｣（国立社会保障・人口問題研究所） 7



(75)

(50)

(25)

0

25

50

75

100

(75)

(50)

(25)

0

25

50

75

100

東
京
都

神
奈
川
県

大
阪
府

埼
玉
県

千
葉
県

愛
知
県

兵
庫
県

北
海
道

福
岡
県

静
岡
県

京
都
府

茨
城
県

広
島
県

宮
城
県

岐
阜
県

群
馬
県

栃
木
県

奈
良
県

岡
山
県

新
潟
県

三
重
県

長
野
県

滋
賀
県

福
島
県

山
口
県

石
川
県

熊
本
県

愛
媛
県

沖
縄
県

富
山
県

青
森
県

長
崎
県

大
分
県

宮
崎
県

香
川
県

和
歌
山
県

岩
手
県

鹿
児
島
県

山
梨
県

福
井
県

徳
島
県

秋
田
県

佐
賀
県

高
知
県

山
形
県

鳥
取
県

島
根
県

75歳以上

15～64歳

資料：「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）

（万人）

※都市部6都府県・・・埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府。 8

都道府県別 高齢者人口及び現役世代人口の増減（２０１０年～２０２５年）

○ 2010年から2025年の都市部6都府県（埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪）の
75歳以上高齢者人口の増加数は、約373.4万人。

○ 同期間の都市部6都府県の15歳から64歳人口は、約295.1万人の減少。
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資料：「国勢調査」（総務省）

（万人）

※都市部6都府県・・・埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府。

○ 1995年から2010年の都市部6都府県（埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪）の
75歳以上高齢者人口の増加数は、約253.7万人。

○ 同期間の都市部6都府県の15歳から64歳人口は、約99万人の減少。
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都道府県別 高齢者人口及び現役世代人口の増減（１９９５年～２０１０年）



○ 今後、単身や夫婦のみの高齢者世帯が増加することが予想されている。

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

一般世帯 4,906 5,184 5,290 5,305 5,244 5,123

世帯主が65歳以上
の世帯

1,355 1,620 1,889 2,006 2,015 2,011

単独世帯

（比率）
387

28.5%
498

30.7%
601

31.8%
668

33.3%
701

34.8%
730

36.3%

夫婦のみ世帯

（比率）
465

34.3%
540

33.3%
621

32.9%
651

32.5%
645

32.0%
633

31.5%

（注）単独世帯・夫婦のみ世帯に付記してある比率は、「世帯主が65歳以上の世帯」に占める割合

（出典）日本の世帯数の将来推計(全国推計) 2013年１月推計 〔国立社会保障・人口問題研究所〕

※2010年国勢調査に調整を加えて行った推計値。

（万世帯）
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高齢者の世帯形態の推移と将来推計（65歳以上）



2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

一般世帯 4,906 5,184 5,290 5,305 5,244 5,123

世帯主が75歳以上
の世帯

554 731 882 1,023 1,187 1,221

単独世帯

（比率）
197

35.5%
269

36.8%
326

37.0%
382

37.3%
447

37.7%
473

38.7%

夫婦のみ世帯

（比率）
171

30.8%
225

30.8%
275

31.2%
321

31.4%
370

31.2%
373

30.5%

（注）単独世帯・夫婦のみ世帯に付記してある比率は、「世帯主が75歳以上の世帯」に占める割合

（出典）日本の世帯数の将来推計(全国推計) 2013年１月推計 〔国立社会保障・人口問題研究所〕

※2010年国勢調査に調整を加えて行った推計値。

（万世帯）
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高齢者の世帯形態の推移と将来推計（75歳以上）
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一人暮らし高齢者数の推移と将来推計(65歳以上)

実績値 推計値

（単位：千人）

○「一人暮らし高齢者数」は、男性・女性ともに増え続けている。
○「一人暮らし高齢者数」の増加は、高齢者人口の増加率を上回っている。

出典：総務省「国勢調査」､ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（２０１３年１月）」、
「日本の将来推計人口（平成２４年１月）」
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出典：総務省「国勢調査」､ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（２０１３年１月）」、
「日本の将来推計人口（平成２４年１月）」
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認知症高齢者数の将来推計
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認知症高齢者の状況と将来推計

「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数
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認知症高齢者の居場所別内訳
（単位：万人）

「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数

出典：「認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）」,平成24年9月公表の数値をグラフ化

平成22年9月末現在

合計280万人

○要介護認定データによる認知症高齢者数は、平成22年9月末で280万人であった。
○2020年には、認知症高齢者が400万人を超えると推計されている。

日常生活自立度Ⅱ：日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の
困難さが多少見られても、誰かが注意すれば自立できる状態
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資料： 国際連合人口部

２０１０→２０４０年の人口の変化
生産年齢人口増減と老年人口増減
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